
名称

所在地

項目 備考 ﾁｪｯｸ

適

㎝

適

適

適

㎝

適
(設置有)

適
(設置有)

適

適

適

適
(設置有)

適

㎝

適

％

適
(設置有)

適

㎝

適
(設置有)

適
(設置有)

適

適

㎝

適

適

㎝

適

適合状況整備基準

 (１)　敷地に接する道へ通ずる出入口の構造

　ア　有効幅員は、120㎝以上

　イ　路面は、平たんで滑りにくい仕上げ

　オ　出入口からの水平距離が150㎝以上の水平面を確保

(ウ)　手すりの端部の付近に点字の貼付け段
の
構
造

(ア)　有効幅員は、120㎝以上

(イ)　両側に手すりを設置

(エ)　回り段がない

(オ)　踏面は、平坦で滑りにくい仕上げ

(カ)　つまずきの原因となるものが設けられていない構造

(キ)　両側には、立ち上がり部の設置

(カ)　傾斜路の両側に、立ち上がり部の設置　

(キ)　路面は、平たんで滑りにくい仕上げ

(ア)　有効幅員は、120㎝以上

(イ)　縦断勾配は、８％以下

(ウ)　横断勾配は、設けない

(エ)　高低差75㎝以内ごとに、長さ150㎝以上の踊場

否

否

否

高低差

　イ　路面は、平たんで滑りにくい仕上げ

　ウ　段を設けない。やむを得ず段を設ける場合は、傾斜路を併設

１　出入口

(２)　駐車場へ通ずる出入口の構造

第 ８ 号 様 式 （ 第 ３ 条 関 係 ） （ 公 園 用 ） （ 用 紙 日 本 産 業 規 格 Ａ ４ 縦 長 型 ）

適 合 状 況 項 目 表　　　　　　

(オ)　両側に手すりを設置　

傾
斜
路
の
構
造

　エ　車止めの柵の間隔は、90㎝が標準

　ア　有効幅員は、120㎝以上

否

否
(設置無)

否
(設置無)

否

否

否

否
(設置無)

否

否

否

否

否

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否

否

否
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項目 備考 ﾁｪｯｸ適合状況整備基準

適

適

㎝

適
(設置有)

適
(設置有)

適

適

適

適
(設置有)

適

㎝

適

％

適

適

㎝

適

適
(設置有)

適

適

㎝

適

適

㎝

適

％

適

ｍ

適

％

　ウ　段を設けない。やむを得ず段を設ける場合は、傾斜路を併設

(オ)　踏面は、平坦で滑りにくい仕上げ

２　園路
(１)　主要な園路の構造

(エ)　回り段がない

(キ)　両側には、立ち上がり部の設置

(カ)　つまずきの原因となるものが設けられていない構造

(ア)　有効幅員は、120㎝以上

(イ)　縦断勾配は、８％以下

　エ　車止めの柵の間隔は、90㎝が標準

傾
斜
路
の
構
造

(ウ)　横断勾配は、設けない

(エ)　高低差75㎝以内ごとに、長さ150㎝以上の踊場

(ウ)　手すりの端部の付近に点字を貼付け

　オ　出入口からの水平距離は150㎝以上の水平面を確保

　ウ　３％以上の縦断勾配が30ｍ以上続く場合は、長さ150㎝以上の水平部分を設置

否

否

(キ)　路面は、平たんで滑りにくい仕上げ

(カ)　両側には、立ち上がり部の設置

(ア)　有効幅員は、120㎝以上

段
の
構
造

(イ)　両側に手すりを設置

(オ)　両側に手すりを設置

　ア　有効幅員は、180㎝以上

　イ　縦断勾配は、４％以下

　エ　横断勾配は、１％以下

否

否

否

否
(設置無)

否
(設置無)

高低差

否

否

否

否

否

否

否
(設置無)

否

否
(設置無)

否

否

否

否

否
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項目 備考 ﾁｪｯｸ適合状況整備基準

適

適

㎝

適
(設置有)

適
(設置有)

適

適

適

適
(設置有)

適

㎝

適

％

適

適

㎝

適
(設置有)

適
(設置有)

適

適

適
(設置有)

適

適

㎝

㎝

％

適
(設置有)

適
(設置有)

適

㎝

適
(設置有)

適
(設置有)

適

適

適

適
(設置有)

(７)　両側には、立ち上がり部の設置

(６)　つまずきの原因となるものが設けられていない構造

３　階段

(イ)　縦断勾配は、８％以下

(３)　手すりの端部の付近に点字の貼付け

(４)　回り段がない

(カ)　つまずきの原因となるものが設けられていない構造

(キ)　両側には、立ち上がり部の設置

(ア)　有効幅員は、120㎝以上

　オ　段を設けない。やむを得ず段を設ける場合は、傾斜路を併設 否

否

　ク　路面は、滑りにくい仕上げ

(５)　踏面は、平たんで滑りにくい仕上げ

(２)　両側に手すりを設置

(イ)　両側に手すりを設置

段
の
構
造

(ウ)　手すりの端部の付近に点字の貼付け

(エ)　回り段がない

(オ)　踏面は、平坦で滑りにくい仕上げ

　カ　両側は、転落を防ぐ構造

(１)　有効幅員は、120㎝以上

(ウ)　横断勾配は、設けない

(オ)　両側に手すりを設置

(２)　転落するおそれのある場所に、柵、視覚障害者誘導用ブロック等を設置

　コ　排水溝には、つえ等が落ち込まない構造の溝ぶたの設置

傾
斜
路
の
構
造 (エ)　高低差75㎝以内ごとに、長さ150㎝以上の踊場

(カ)　両側には、立ち上がり部の設置

(キ)　踏面は、平たんで滑りにくい仕上げ

　ケ　縁石の切下げの有効幅員は180㎝以上、段差は２㎝以下、すりつけ勾配は８％以下

　キ　必要に応じて、手すりを設置

(ア)　有効幅員は、120㎝以上

否
(設置無)

否

否

否

否

否

否

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否

否

否

否

否

否

高低差

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否

勾配

否
(設置無)

否

否

否
(設置無)

切下げの
有効幅員

段差
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項目 備考 ﾁｪｯｸ適合状況整備基準

適

㎝

適

％

適

適

㎝

適
(設置有)

適
(設置有)

適

適

適
(設置有)

適
(設置有)

適
(設置有)

適
(設置有)

適

㎝

適

適
(設置有)

適
(設置有)

適

㎝

適

適

㎝

適

適
(設置有)

(２)　縦断勾配は、８％以下

(１)　有効幅員は、120㎝以上

(７)　路面は、平たんで滑りにくい仕上げ

否

否

否

否

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否

否

否

５　便所

　イ　男子用小便器を設ける場合は、床置式小便器、壁掛式小便器（受け口の高さ35㎝
以下）その他これらに類するものを設置

　ウ　イの小便器に、手すりを設置

(２)　(１)の便所のうち、１以上の便所の構造

　ア　便所内に障害者等の円滑な利用に適した構造の便房を設置

　イ　障害者等の円滑な利用に適した構造

(３)　(２)アの便房のある便所の構造

　ア　出入口の構造

　　(イ)　車椅子使用者が通過する際に支障がない段がない

　ア　出入口の幅は、80㎝以上

　　(オ)　戸の構造

　　　ｂ　障害者等が容易に開閉して通過できる構造

(４)　(２)アの便房の構造

　イ　出入口は、車椅子使用者が通過するのに支障となる段がない

　ウ　出入口には、当該便房が障害者等の円滑な利用に適した構造であることを表示す
る標識の設置

 (１)　不特定かつ多数の者が利用し、又は主として障害者等が利用する便所の構造

否

否

(３)　横断勾配は、設けない

(４)　高低差75㎝以内ごとに、長さ150㎝以上の踊場

　　(ウ)　段を設ける場合は、傾斜路を併設

　　(エ)　障害者等の円滑な利用に適した構造の便房の設置を表示する標識の設置

　ア　床の表面は、滑りにくい仕上げ

　　(ア)　幅は、80㎝以上

(５)　両側に手すりを設置

　　　ａ　有効幅員は、80㎝以上

(６)　両側には、立ち上がり部の設置

４　傾斜路

否

否

否

否
(設置無)

否
(設置無)

高低差

否
(設置無)

否
(設置無)
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項目 備考 ﾁｪｯｸ適合状況整備基準

適

㎝

適

適
(設置有)

適

適
(設置有)

台） 適

区画

適

㎝

適

適

㎝

適

適

適

適

適

㎝

適
(設置有)

適
(設置有)

適

適

適

適
(設置有)

適

㎝

適

％

適

適

㎝

適
(設置有)

適

否

(カ)　つまずきの原因となるものが設けられていない構造

　イ　縦断勾配は、４％以下

　エ　横断勾配は、１％以下

　オ　腰掛便座及び手すりの設置

否

否

　エ　戸の構造

　(ア)　有効幅員は、80㎝以上

否

否
(設置無)

否

否

否

否
(設置無)

否

(２)　園路又は広場に近接した水平な場所に設置

(３)　車椅子使用者用駐車区画へ通ずる園路の構造

　ア　有効幅員は、180㎝以上

　オ　段を設けない。やむを得ず段を設ける場合は、傾斜路を併設

段
の
構
造

(エ)　回り段がない

(オ)　路面は、平たんで滑りにくい仕上げ

否
(設置無)

(イ)　縦断勾配は、８％以下

(エ)　高低差75㎝以内ごとに、長さ150㎝以上の踊場

(カ)　両側には、立ち上がり部の設置

(ア)　有効幅員は、120㎝以上

否

　カ　車椅子利用者の円滑な利用に適した広さの確保

　キ　障害者等の円滑な利用に適した構造の水洗器具の設置

(ウ)　手すりの端部の付近に点字の貼付け

　(イ)　障害者等が容易に開閉して通過できる構造

車
 
い
　
す
　
使
　
用
　
者
　
用
　
駐
　
車
　
区
　
画
　
の
　
構
　
造

否

否

否

否

否

否

否

否

否

否

否

(オ)　両側に、立ち上がり部の設置

　ウ　３％以上の縦断勾配が30ｍ以上続く場合は、長さ150㎝以上の水平部分を設
置

(イ)　両側に手すりを設置

６　駐車場

傾
斜
路
の
構
造

(１)　幅は、350㎝以上

(ア)　有効幅員は、120㎝以上

車椅子使用者用駐車区画の設置

（200台以下の場合１/50以上、200台を超える場合１/100に２を加えた数以上）

（駐車台数の総数

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

(オ)　路面は、平たんで滑りにくい仕上げ

(ウ)　横断勾配は、設けない

高低差
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項目 備考 ﾁｪｯｸ適合状況整備基準

適

適
(設置有)

適

適

㎝

㎝

％

適
(設置有)

適
(設置有)

適

適

適

適
(設置有)

適
(設置有)

適
(設置有)

(３)　障害者等が円滑に利用できるその他の設備 ( )
適

(設置有)

適
(設置有)

適
(設置有)

適
(設置有)

適
(設置有)

適
(設置有)

否

否

否

否

否
(設置無)

否
(設置無)

(４)　車椅子使用者用駐車区画である旨の分かりやすい表示

否

否

否
(設置無)

９　視覚障害
者の安全かつ
円滑な利用に
必要な設備

　イ　階段の上端及び下端に近接する園路又は広場並びに踊場の部分

　ウ　傾斜路の上端及び下端に近接する園路又は広場

　エ　園路の要所や注意喚起場所

(２)　案内板には、点字その他の案内設備の設置

　ア　障害者等の円滑な利用に適した構造のもの

　イ　案内標示に表示された内容が容易に識別できる

 (１)　案内標示を設ける場合の構造
７　案内標示

８　附帯設備

　ウ　　標識及び案内板及びその他の設置にあたり、見分けやすい色の組合せにより、
明度差、色相差及び彩度差を確保するよう配慮

備考　７(１)ウの備考欄には、明度差等の確保の配慮に係る確認の方法（目視、白黒コピー、シミュレーションソフト、利用者の意見聴取等)について記載
してください。

　エ　両側は、転落を防ぐ構造

(２)　案内標示のうち１以上は、１に定める出入口の付近に設置

　ア　敷地に接する道から出入口に至る経路

(２)　障害者等が円滑に利用できる屋外卓

(１)　障害者等が円滑に利用できるベンチ

　オ　必要に応じて、手すりを設置

　ク　縁石の切下げの有効幅員は180㎝以上、段差は２㎝以下、すりつけ勾配は
８％以下

　カ　路面は滑りにくい仕上げ

　ケ　排水溝には、つえ等が落ち込まない構造の溝ぶたの設置

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

否
(設置無)

切下げの
有効幅員

(１)　視覚障害者誘導用ブロックの敷設

勾配

段差
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